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月足グラフを何も考えずに見ていますと右肩上がりの銘柄、右肩下がりの銘柄、大きくいったりきたり銘柄などいろいろありますが、このごろは非常に強い右肩あがりの銘柄以外ほとんど同じような形が目立ちました。今月はまだ６連続陰線低位株は発生しませんでしたので、未だに私たちが待望の冷えきった市場はまだ先でしょうが、月々の陰線数は確実に上昇傾向を辿っております。

さて今回も「６連続陰線」銘柄に注目し、個々の銘柄又は全体相場について検討したいと思います。

対象銘柄

東証１部　　FAI銘柄（銀行、電気、ガス、証券除く１２２２銘柄中）

調査期間

調査期間　　　個別銘柄１９９９年３月～１９９９年８月　　６ヶ月間

相場判定１９７９年６月～６ヶ月、つまり１９８０年１月度判定～現在まで

調査方法

月足が６ヶ月連続して陰線の銘柄を抽出（十字含む場合と含まない場合）

	抽出結果（８月度データ確定後）

	【６連続陰線】　　コード　　銘柄　　検索対象結果月　　終値　　出来高

	　　　　　　　　1　　8069　　加商  　　　　　990800 　　      586       193


当月は以上1銘柄

１．ここ数年間の６連続陰線銘柄数のデータ数及び６陰線が発生しない月（●印）

	　
	１月
	２月
	３月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月

	９７年
	92
	110
	308
	182
	26
	15
	15
	18
	19
	29
	116
	197

	９８年
	3
	4
	3
	4
	3
	6
	15
	76
	79
	63
	2
	5

	９９年
	3
	2
	0
	2
	4
	1
	3
	1
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	８６年
	　
	　
	　
	●
	●
	●
	　
	●
	　
	　
	　
	　

	８７年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	●
	●
	　
	　
	　

	８８年
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	８９年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	●
	●

	９０年
	　
	　
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９１年
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	●
	　
	　
	　

	９２年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９３年
	　
	　
	●
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９４年
	●
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９５年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　

	９６年
	●
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９７年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９８年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	９９年
	　
	　
	●
	　
	　
	●
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	００年
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


２．月別陰線発生数（十字含む）

	陰線
	１月
	２月
	３月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月

	１本目
	439
	868
	159
	213
	926
	222
	743
	861
	　
	　
	　
	　

	２本目
	331
	305
	88
	33
	137
	140
	135
	530
	　
	　
	　
	　

	３本目
	25
	228
	26
	19
	16
	37
	88
	102
	　
	　
	　
	　

	４本目
	8
	18
	16
	7
	10
	8
	24
	69
	　
	　
	　
	　

	５本目
	3
	6
	5
	4
	4
	5
	4
	16
	　
	　
	　
	　

	６本目
	3
	2
	0
	2
	4
	1
	3
	1
	　
	　
	　
	　


※１陰線が月６００銘柄越える月が半年以上続くと当然に６連続陰線が増加し底が近くなります。

解説

（1） ５月度において６３８１アネスト岩田、７月度において８０６９加商　９００３相鉄が発生しておりました。

６３８１アネスト岩田

９７年１２月安値１６５円それを基点とし綺麗な三角形を形成しそう。ただここへきて下へ切ってきたので注意が必要。一株あたりＢＰＳも２期連続減少。経常利益０予想なのでこれも注意。６陰線後安値９９／９更新中。２２０円

８０６９加商

綺麗に７連続陰線。当月で８本目？営業利益、一株利益は問題なく増収基調だがＢＰＳは今年１割減２８２円。意味無く下げ続けている。大変注目に値すると考える。月足の形的にはようやく中段の保ち合いから一段下へおりてきたところだが連結も黒字化予想、整理済みの会社である。６陰線後安値９９／９更新中５５５円

９００３相模鉄道

　ＦＡＩではあまり注目されない鉄道株だが面白い形の７連続陰線。月足グラフは底練り中、安値は９９／７の２９０円

添付資料の解説

1 ６連続陰線と２２５

　　　　　　グラフをご覧いただければ一目でわかりますが谷ごとに６連続陰線は増加がみられます。とくに矢印のポイントは２２５ラインと交差もしております。ちょうど大きな流れの転換点でもあります。その症状がみられるパターンは毎回２２５ラインよりも一回大きく上昇し９５年転換期には上抜け途中にラインに届かない上昇が数回見受けられました。９７年過去最大６連続陰線発生より３回目の陰線数増加が、今回訪れ２２５ラインが下がるのか、陰線数ラインが鞘よせするのかがポイント。

2 固定資産帳簿簿価比較表（１０年前のデータある東証会社のみ）

　　　　　　１０年前の所有土地面積が変わらないのに帳簿価格が大幅に増えた会社が多数見受けられます。土地増減％と簿価増減％との比較で「注意」「注目」を単に付けさせていただきました。帳簿価格との差も㎡あたりの現在の平均単価がわかれば代入すればおおまかな評価含み益、評価含み損となり計算することも可能です。「簿価％／㎡％」の結果が多いほどこの１０年間に新規取得、転売買い戻し、つまり含み損を多く抱えていると思われます。

3 ６連続陰線発生FAI選定銘柄価格推移表

　　　　　　陰線数の説明－期間別発生を大まかに１年毎にわけ、81年以前82年83-84年　85年以降に大別した。ＦＡＩ選定銘柄中でも結構多数あり最高値迄平均で６倍。

以上
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